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1995年6⽉にお送りしたNo.56『ｺｰﾋｰは好きですか︖』に続いてコーヒーの情報です。
下記は2003年1⽉19⽇の毎⽇新聞の記事です。

⼤腸がん コーヒー好きの⼥性、危険度半分 毎⽇⼀杯以上で

ｺｰﾋｰを毎⽇⼀杯以上飲む⼥性は、全く飲まない⼥性に⽐べ、 ⼤腸ｶﾞﾝになる危険
度が半分以下だった。
こんな調査結果を、岐⾩⼤学医学部の清⽔弘之教授（がん疫学）の研究グループ
が まとめた。「なぜか」は未解明だが、 ｺｰﾋｰが⼤腸に何らかのよい効果を与え
る可能性を⽰しているという。

清⽔教授らは92年から岐⾩県⾼⼭市の35歳以上の30224⼈ （男性13893⼈、⼥
性16331⼈）を対象に、 ⾷事や嗜好品の摂取量と⼤腸ｶﾞﾝ発⽣との関係を調べ
た。

調査全対象者をｺｰﾋｰと飲む遼で、 全く飲まない・⼀⽇⼀杯未満・⼀⽇⼀杯以上
に分け、⼤腸ｶﾞﾝの発⽣の⽐率を⽐較。
更に年齢や⾝⻑、肥満度、喫煙量などの個⼈差や地域事情が影響しないよう に
ﾃﾞｰﾀを補正して、⼤腸ｶﾞﾝになる危険度を割り出した。

その結果、男⼥ともｺｰﾋｰを飲まない⼈の危険度を１とすると、 ⼀⽇⼀杯以上飲
む⼥性の危険度は0.49で半分以下になり、 統計学的に危険度が低いと判断し
た。
⼀杯以上飲む男性や、⼀杯未満の男⼥は、 危険度が⾼いか低いかの有効な結果
は出なかった。

愛知県がんｾﾝﾀｰの嶽崎俊郎疫学・予防部室⻑は98年、 ｺｰﾋｰを⼀⽇3杯以上飲む
⼈の胃ｶﾞﾝと直腸ｶﾞﾝの危険度はいずれも、 飲まない⼈の半分以下だったという
調査結果を発表している。

ｺｰﾋｰとｶﾞﾝの関係については以下の様な調査報告もあります。

a．ﾊﾜｲ の⽇系⼈ 7355⼈を対象に14年以上の間追跡調査した結果
「胃・⼤腸・直腸・膵臓・前⽴腺・肺や膀胱のｶﾞﾝの いずれもがｺｰﾋｰの消費量と
は関係が無い」



b．ﾉﾙｳｪｰ で16,000⼈を対象に11年半の間追跡調査した結果
「ｺｰﾋｰの摂取量と発ｶﾞﾝとの間に関係は⾒られない」
「⼤腸ｶﾞﾝや腎臓のｶﾞﾝなどはｺｰﾋｰ愛好家の⽅が発⽣率が少ない」

c．ｵｰﾌｽ⼤学（ﾃﾞﾝﾏｰｸ）の研究ｸﾞﾙｰﾌﾟが18,500⼈の妊婦を調査した結果
「ｶﾌｪｲﾝ を含むｺｰﾋｰを⼀⽇⼋杯以上も飲んでいる妊婦は、 全く飲まない妊婦に⽐
べ、死産（妊娠満28週以後）の確⽴が3倍も⾼い」
「飲む量が⼀⽇１〜３杯なら死産率はかえって下がっている」

適量のｺｰﾋｰ摂取が⼤腸に限らず⾝体によい効果を与える理由については 岩橋秀夫⽒（和歌
⼭県⽴医科学⼤学⽣科学教室）の次の様な発表があります。
（1988年・毎⽇新聞から）

「ｺｰﾋｰ の⾊や⾵味を決める要素の有機酸（ｸﾛﾛｹﾞﾝ酸）が ｶﾞﾝ を引き起こす活性
酸素の⼀つﾋﾄﾞﾛｷｼﾙﾗｼﾞｶﾙの⽣成を抑制する」

ｺｰﾋｰには、ﾋﾞﾀﾐﾝB6（ﾀﾝﾊﾟｸ質の体内利⽤に役⽴つ）や、ﾆｺﾁﾝ酸（ｱﾙｺｰﾙ代謝に必要）が 含ま
れているので、⾷事や飲酒の後に飲む⽅がよりﾒﾘｯﾄがあります。


